ぅッ かり 汽車に ひかれた、 という。 ふだん ボン ャリし 

てる 奴 だから、 とうとう 汽車に ひかれ やが つた、 とい 

う- とになる。 

誰も 鉄道 自殺と いうよう な 概念 を 持たない 時代に、 

鉄道 自殺 を 偽装した 殺人事件が 起った。 ちょ ッと 妙な 

話の よう だが、 調べて みれば、 その 必然性 はあった。 

—— その タネ あかし をして しまう と 話に ならない。 し 

かし、 鉄道 自殺 を 偽装した 殺人事件 として は、 これが 

日本 最古の ものであろう。 

櫟 死体の あった 場所 は、 昔の 東海道線、 国府 津と松 

田の 中間。 今の 下 曾 我の あたり だ。 そのころ は 下 曾 我 



代に 至る 木造 建築に 秘密と いう もの はない、 自分 は そ 

の あらゆる 様式 を 再現す る 能力が あると 宣伝して いる。 

自分の 作 は 他日 国宝になる もの だ、 というの が 彼の 口 

癖であった というが、 その実 は、 彼 は 建築に ついて 完 

全に 無学であった。 筋 も 根拠 もない こと を 言い まくる 

が、 彼の コッは 相手 を 見くびって 何物 も 怖れぬ という 

ことで、 素人 相手の 談議 だから、 それで 通用して、 む 

しろ 高く 評価され ていた そうだ。 私が 小 田 原に いた こ 

ろ は 彼の 仕事 をした 棟梁 (そのころ は 小僧 だ) が 生き 

ていて、 一 パイ 飲み屋で 問い もせぬ のに 時々 昔話 をき 

かされた もの だ。 



このと きこ そ は 大変であった。 

ォ タツの 全身が 無限に ふくれて、 とどまる ところが 

ないように 見えた が、 その 一瞬に ナ メクジ よりも ノロ 

マな ナガ レ 目が 電流の 如くに 術 を 使った という。 人々 

の 目 は (彼ら は タン ティで ある) 如実に 認める ことが 

できな か つ たが、 ォ タツの フク ラミ がと まらぬ うちに 

ナ ガレ 目の 姿 は 署長の 後に 隠れて いたの だそう だ。 彼 

は 署長の 両 肩に 手 を かけて そ ッと首 を だして、 

「ォレ は 何も 言わない よ」 

オタ ッは 益々 怒つ て 息 をと とのえ るた めに 苦しみ、 

頭 や 額の 汗が 下方へ 流れずに 四方へ 傘 状に とび 散った。 



植物に も 人間の 悩みが あるの かな ァ、 と 菅谷は 感無量 

であった。 そう 云えば、 カモ 七に もなかな か シンの 強 

い 強情な ところが ある。 思いつめ ると 何 を やる か 知れ 

な いような と - J ろが あ つた。 そ して 菅谷 はふと 思 い だ 

した。 

カモ 七と クサ レ目 がうる さい 争論 を やって 駐在所へ 

持ち こんで きたの はそう 遠い ことで はない。 二 ヶ月ぐ 

らい 前の こと だ。 

カモ 七が 野良から 自分の ゥチへ 帰る にはナ ガレ 目の 

ゥチの 崖 下 を 通らなければ ならない。 夕方 カモ 七が そ 

こ を 通りかか ると、 上から 肥 オケが 落ちて きた。 幸い 



はヮケ がわから ない なァ」 

「息子が ゼ ゲン を アルバイトし てるの を 黙って 見て る 

よう だからお 金が たまる のです よ。 です が、 あの 息子 

の はタチ がわる くて、 山男の ように 山 を 渡り歩いて 若 

い 娘 を 見る だけが 道楽 じ ゃァな いんです よ。 色男で 

しょう。 それに 女タ ラシの 名人なん だそう です よ。 ま 

だ 若い くせにね え。 それ も 商売 女に は 手 を ださずに、 

農家の 娘 を 漁って 歩いて るんで すよ。 あげくに それ を 

仲介して サャ をと つて、 結構、 モト をと つて、 モウ ケ 

ている 始末。 一文 も 親の 小ヅ カイ を もらわずに、 存分 

に 道楽して ると いう 達者の 啐 なんです- 



とげる のが、 即ち 彼の 特別の 才 であろう か、 菅谷は 地 

形から 可能 の 場合 を 考え てみ たが、 草深い 田舎で は あ 

るが、 人家がない わけで はない。 田舎の 地形と いう も 

J こしま 

の は、 無人の 田圃 は 平地で 隠れ 場が なく、 人家 は繁み 

の 中に あり、 また どこの 繫 みに 人目が あるか 分らぬ も 

ので、 人知れず 事 を 行う に 決して 安全と いう わけで は 

ない。 隠れ家 を 考えられないの である。 

現場に 最も 近い 人家 はォ タツと カモ 七の 家で あるが、 

住む 人物が 特別 だ から 時々 騒ぎ も 起る し、 騒ぎが な く 

て も菅谷 も、 月に 一度ぐ らい は 見廻り に 行って、 二人 

の 風 変り な 男女の 生活 はよ く 心得て いるが、 二人 は 山 



な 風に 行われた もので はない のです。 とにかく、 下 曾 

我へ 行って、 結び目 を さがしましょう。 それが 分れば 

別に 複雑な 事件で はない のです。 明朝 一番で 出発いた 

すと 致しましょう」 

* 

明朝の 一 番 では 海 舟 邸の 朝 詣リが 間に合わ ないから、 

虎之介が 慌てて 海 舟 邸へ かけつけ たの は 夕食 前 だ。 そ 

の 時間が 訪問に 不都合 だな どと 云って いられぬ。 

しかし、 それから 二 時間 後、 クラ ャミの 氷 川 町へ 現 



れた 虎之介 はガッ カリした ように 首 を ふり ふり、 感無 

量であった。 

「先生が モウ ロク された と は 思われぬ が、 年の せいか、 

どうも 夕食す ぎ はに ぶ つ て おられる。 キリン も老 ゆれ 

ば 虎に 及ばず か」 

虎之介 は シ ャ レ になら な い - J と を 眩きながら、 ブリ 

プリして いる。 

翌朝 顔が そろって、 一番 列車に のりこむ。 花 廼屋が 

虎之介 をから か つ て、 

「どう だ。 氷川詣 での 御 神託 は？」 

「夕食後 はいかん わい。 ボケて おられる。 ォ タツの 怪 



力 は 分った が、 美人であろう、 どう だと 仰 有る。 知り 

ません ナ。 美人ら しく もない ようです な、 と 答える と 

そこ を 知らずに タン ティが できる と 思う か、 オタ ッは 

美人に きまって いる。 世界中に 一番 助平な の は、 遊女 

屋の 客ではなくて そ - J の 亭主 だと さ。 奴ら が 女 を さが 

しにで るの はお 客の ためではなくて 自分の ためだ。 ど 

こかに 今まで 見た こと もない ような 珍しい 女が おらぬ 

かと 考えて いる。 タダの 女に あいてる の だな。 そのよ 

うな 色ガ キにォ タツの ような 女 はふる い つきたい よう 

な 魅力 だ。 そこで 言いよ る。 オタ ッも色 を 好む 女 だか 

ら、 炭 焼 小屋で 身 を まかせた が、 大金 を 所持して いる 



一 行 は 出発した。 (犯人 は 誰でしょう か？) 

菅 谷の 案内で 東京の 三人組 はナ ガレ 目の 昔の 小屋へ 

行った。 と、 そこに はすで に 小屋がない。 菅谷は 呆れ 

て、 

「ハ テナ。 私が 小屋 を 見た の は、 昨日、 オト トイ、 サ 

キ オト トイの こと だ。 たった 三日のう ちに 小屋 を こわ 

したわけ だ。 もっとも、 こわす のに 十分 も かかり ませ 

んが」 



「なくな つ てる 方が 自然です よ」 

と、 新 十郎は 一 応 その 辺の 土の 上 や 樹木な ど を 見て 

歩いた。 

「ここから ヒノキ の 谷まで 何時間で 行かれます か。 山 

伝、，' に」 

「そうです ねえ。 道がない ところで すから、 我々 は 三 

四時 間 かかる かも 知れません が、 山に なれて る クサ レ 

目ゃォ タツ は 一 時間 半 か、 急げば 一 時間ぐ らいで 行き 

ましょう」 

「クサ レ 目の 今の 小屋まで は？」 

「それ は 谷と 反対の 方向です が、 ここから なら クサ レ 
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